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プ ーリンアミヂユヮー アミヂユワー アサヨ ユーニゲー
豊年祭と祈年祭はほぼ同様の過程を経るが，祈年祭の場合だけ朝祝いの後に世願いが行われ
る。村の広場に氏子が集まり，タチグシンと塩を供え，総務役の簡単な祈りのあと，一座にそ
のお下りが流れる。次いで総務が挨拶をし，長老組の最年長者が謝辞を述べる。ひとしきりし
サンシン
て来年の豊作を祈願して巻踊りが行われる。この後，三線，太鼓に合せてまず御前風が歌われ，
シピラハナミチ
次から次へと日頃自慢の波照間島節・祖平花道などの民謡が自由に歌い舞われ，隠し芸が飛び
出す｡こうして歓を極め，祭りの全てが終了する。
聖から俗へ以上，祭りは多数の宴の反復で構成されている。祭りは一つの大主題を持つが，
この大主題を全うするために幾つかの小主題が設定される。そして，その小主題群の配列は，
聖から俗へと移行している。そしてまた，その小主題を支える幾つかの宴の配列も厳粛から寛
ぎへと推移する。そして更に，その単位となる宴が，やはり神妙から自由へという過程を辿る。
そして，これをもっと厳密に言うなら，宴の単位自体が同一型の反復であり，神事から人間中
心の接待という方向性を持っている。流れは全て一定方向に向いているわけである。これを酒
を中心に承るならば神酒から泡盛へ，文学・芸能を中心にぷるならば神歌・神事舞踊からジラ
サンシン
バや巻踊りそして三線にのる御前風を筆頭とする民謡や琉舞へ，主役を中心にゑるならば神か
ら神人そして村人へと展開しているのである。そのあり方は，基本的には久高島の場合と少し
も変っていない。これは恐らく他の島々の場合も同様であると思われる。
結 び
二つの村落共同体における祭りを通して，まず酒神の性格を述べ，次いで宴のあり方と文学
の関係を述べてみた。
久高島の場合，女性が島で農業を営承，男性は旅に出ている。そして，女性はおなり神とし
て男性を守護し，島の繁栄を祈願している。このように女性は穀物を生産し，神女として神に
仕えるため，神酒の神は女神となっている。
祭りは宴によって構成されている。そしてその様式は，原初の時空間から現代へ，聖から俗
へ，公から私へ，神女から一般の村人達へ（あるいは男性達へ），神酒から泡盛へ，神歌から
サンシン
三線音楽へという一定の流れを持っている。だから，この祭りにおける宴は，昔からの文化と
ともに現代の文化をも合せ持つ豊かな文化地帯ということができる。
この宴における流れは，確かに調和に満ちている。これをよくゑてみると，概ね神事の方に
重点がある。これは神に対する篤い信仰心の表れであって，島という共同体の社会的な発展段
階に見合ったものである。
本来宴の世界に見られる流れの濫膓と河口とは対立しがちで，価値がよく転換するものであ
る。秩序正しく始まった宴も，最後は無礼講になりやすいのである。だから，宴の前半と後半
IO4 沖縄の酒と文学一酒神と祭り一
は反逆・離反の精神を孕むことになる。しかし，久高島の宴に明瞭に窺われた文化の重層性に
しても伝統的な神事芸能に対する造反・離反の精神を持つものではない。祭りにおける宴の空
間的な構成はあくまでも秩序正しいが，その前半と後半は文化史的には水と油の関係にあり，
間をとりもつ中流がないのである。
このことは，村落共同体の文学や芸能の誕生が，神事の場に求められるものと，そうでない
別の場に求められるものとがあることを示唆する。それでは，その祭り以外の場とはどこであ
ろうか。このことは既に村落共同体を飛び越えた社会をも対象とすべき問題であろう。これは
酒のあり方とも深く関係するはずであり，今後の課題とならなければならない。（成稿昭和56
年9月）
